
 

演題： 質量分析の医学応用 ～臨床診断から分子イメージングまで～ 

講師： 杉浦 悠毅 先生 
慶應義塾大学・特任講師，JST さきがけ専任研究員 

日時： 平成 27 年 1月 9日（金）16:30～17:30 

場所： 長崎大学薬学部第二講義室（２階） 
 

第 12 回 細胞制御セミナー 

要旨：これまで大型の機器を使った機器分析を、"何となく"敬遠して来た生物系研究者は少なくない

のではないでしょうか。高額で、使い方も難解で、壊して(汚して)しまったらどうしよう、そのよ

うな心理的障壁が遠ざけて来た質量分析が、現在活発に医学応用されています。 

 本セミナーでは、基礎医学研究において「質量分析イメージング」「メタボロミクス」といった質

量分析技術を応用展開して来た講師の経験とともに、最新のテクノロジーが基礎研究だけでなく臨

床診断や外科手術のツールとしても応用されているトピックを紹介したいと思います。 
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